
脚
奮
面
部
幽
號

大
正
十
［

年
十
月
一
日
登
行

（
通
巻
第
二
十
入
號
）
　
　
　
、

研

己
　
‘
波
　
件

破
　
考

　
本
稿
は
獄
本
書
紀
繊
膿
紀
に
出
つ
る
己
波
ε
俘
鍍
ε
に

就
き
て
の
考
謹
に
し
て
、
嘗
て
本
誌
に
掲
載
せ
し
加
羅
彊

域
考
の
補
正
ご
見
る
べ
き
も
の
な
り
Q
先
づ
己
波
に
就
て

次
に
悪
善
に
就
き
て
考
会
せ
り
Q

上
　
己

ジル
レ㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
己
波
伸
鞍
考

文
學
博
士
　
今

西

龍

　
己
汝
の
地
に
就
て
は
、
余
は
加
羅
昇
騰
考
に
は
、
内
藤

先
生
の
薔
説
に
信
古
し
、
之
を
隠
文
な
り
と
託
せ
し
が
、

オハ

纉
ｯ
先
生
よ
り
「
翰
苑
」
を
借
覧
す
る
に
及
び
、
其
注
に

引
用
せ
る
括
地
志
の
逸
交
に
古
り
、
所
説
を
改
訂
し
、
吉

田
連
家
譜
の
己
波
ご
、
書
紀
の
己
汝
ε
は
、
同
名
の
異
地

に
し
て
、
前
者
の
巳
波
は
甘
文
な
る
べ
き
も
、
書
紀
の
己

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　

｝
（
五
〇
九
）



　
　
　
第
七
谷
　
　
研
　
究
　
　
己
波
伴
鞍
考
・

没
は
蜷
津
江
流
域
に
在
る
べ
し
ご
し
、
此
事
を
咋
年
螢
表

せ
し
百
濟
五
方
五
部
考
中
に
賂
記
せ
り
。
然
る
に
近
日
少

し
く
調
査
せ
る
結
果
ご
し
て
、
吉
田
家
譜
の
己
技
、
巴
汝

は
軌
れ
の
正
し
き
か
を
決
す
る
能
は
ざ
る
に
至
り
、
壁
画

溝
江
の
上
流
に
在
る
南
原
の
古
名
は
己
汝
な
り
し
事
を
知

る
に
至
れ
る
を
以
て
、
之
を
詳
述
せ
ん
こ
す
。
先
づ
ω
吉

田
家
譜
の
己
汝
に
就
き
て
論
じ
、
家
に
②
其
他
に
三
里
の

霧
呼
あ
る
地
を
暴
げ
、
絡
り
に
伺
書
紀
の
己
汝
の
地
を
論

定
す
べ
し
。

　
　
σ
D
吉
田
家
譜
の
己
汝

　
新
撰
姓
氏
銀
に
、

　
　
ま
ロ
チ
タ

　
　
吉
田
連
。
王
春
疑
朝
臣
同
租
。
槻
松
彦
香
殖
稻
天
皇

　
　
皇
子
天
帯
彦
國
押
入
命
四
王
孫
、
彦
國
葺
命
之
後
軍
、

　
　
昔
磯
城
瑞
饒
宮
御
宇
御
間
導
入
彦
天
皇
御
代
、
任
那

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
サ

　
　
國
奏
日
、
「
臣
國
東
北
有
三
巴
野
地
、
（
上
巴
汝
、
中
中

　
　
鞍
、
下
巴
汝
）
地
方
三
百
里
、
土
地
入
民
亦
富
饒
、
輿

　
　
新
羅
羽
田
雫
、
彼
此
不
能
元
治
、
兵
丈
相
尋
、
民
習

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
二
　
（
五
【
○
）

　
　
聯
生
、
臣
講
懸
、
軍
倉
治
此
國
、
廓
爲
貴
嬢
之
部
也
ご

　
　
天
皇
大
悦
、
勅
群
臣
、
倉
筆
墨
遣
之
人
、
二
等
奏
日
、

　
　
「
彦
國
立
命
孫
鞭
垂
津
彦
命
、
頭
上
有
贅
、
三
岐
如
松

　
　
樹
、
其
長
五
尺
、
力
聖
衆
入
、
性
脳
勇
桿
也
。
」
天
皇

　
　
禽
耳
垂
津
彦
命
題
。
奉
勅
而
墨
守
、
群
俗
総
宰
爲
吉
、

　
　
故
謂
外
甥
膏
飾
馬
、
爲
吉
氏
Q
男
望
五
位
下
知
須
等
、

　
　
家
居
奈
良
京
田
村
里
間
、
傍
天
璽
國
押
開
豊
櫻
彦
天

　
　
皇
神
鶉
元
年
、
賜
吉
田
姓
。
（
吉
本
姓
、
田
取
居
地
名

　
　
也
）
。
今
上
弘
仁
年
、
改
賜
宿
禰
姓
也
。
績
日
本
紀
合
。

　
　
　
　
　
　
　
や

ご
あ
り
。
其
所
記
他
の
家
譜
に
比
し
て
詳
細
な
り
．
、
績
田

本
後
紀
承
和
四
年
六
月
の
條
に
、

　
　
右
京
人
左
京
亮
從
五
位
上
吉
田
宿
禰
書
圭
、
越
中
介

　
　
從
五
位
下
同
姓
高
世
等
、
賜
姓
興
世
朝
臣
。
始
租
塵

　
　
乗
溝
、
大
倭
人
也
、
後
順
藩
命
、
書
冊
三
己
波
地
、
其

　
　
地
卵
隷
百
濟
。
盤
乗
津
入
世
財
嚢
峯
吉
大
爾
、
其
弟

　
　
少
郎
等
、
有
壁
土
心
．
相
尋
來
朝
。
世
傳
轡
術
、
鍍

　
　
通
文
藝
。
子
孫
家
奈
良
京
田
村
里
、
伍
…
元
賜
姓
吉
田
」



、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
連
。

　
　
　
　
　
　
　
　
む

と
せ
り
。
姓
氏
録
に
巴
波
に
作
れ
る
を
、
績
日
本
後
紀
に

は
、
己
汝
に
作
れ
り
。
巴
汝
正
し
き
か
、
己
汝
正
し
き
か

は
、
考
究
を
要
す
る
問
題
な
り
。
巴
ご
己
ご
宇
形
近
き
を

以
て
、
軌
れ
か
一
つ
が
誤
れ
る
も
の
な
り
。
荷
ほ
新
撰
姓

氏
録
に
は
、

　
　
巴
贅
。
春
野
連
声
租
。
麟
聾
虚
無
王
響
王

　
　
孫
汝
休
震
之
後
議
。

ε
あ
り
。
然
る
に
拾
腰
上
姓
氏
塁
上
に
、
巴
汝
氏
な
く
し

て
己
汝
史
あ
る
ビ
、
績
日
本
後
紀
に
巴
波
を
巳
波
に
作
れ

る
ご
の
故
を
以
て
、
「
此
の
巴
波
氏
を
も
己
黒
氏
の
誤
り
な

る
べ
し
ご
し
、
更
に
之
を
推
し
て
、
姓
氏
録
吉
田
家
譜
の

巴
汝
を
巳
教
に
正
さ
ん
と
す
る
に
至
れ
り
。
然
リ
ビ
錐
も

零
墨
の
外
に
巴
酷
な
し
ご
は
平
せ
ら
れ
ざ
る
を
以
て
、
此

氏
が
巴
愚
な
る
ご
己
汝
な
る
ご
を
…
問
は
・
ず
、
之
を
以
て
、

吉
田
墨
譜
の
巴
波
ε
己
汝
ご
軌
れ
の
正
し
き
か
を
断
定
す

る
事
能
は
ざ
れ
ざ
も
、
少
く
ご
も
、
其
鋼
定
に
有
力
な
る

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
己
波
俘
鞍
考

資
料
を
供
す
る
も
の
な
る
べ
し
Q
巴
孜
氏
ご
同
頑
な
り
ご

い
ふ
暮
野
連
の
意
趣
蟹
駅
羅
の
語
は
、
巴
の
宇
君

近
く
、
邑
里
、
水
の
語
の
假
字
な
る
汝
は
、
川
、
準
地
、
地
方
、

國
の
語
た
る
野
「
悩
」
に
移
さ
れ
ざ
る
に
あ
ら
す
。
春
野
は

巴
汝
の
溺
名
こ
も
見
ら
る
べ
き
を
以
て
、
春
野
の
名
繕
が

其
組
先
の
地
名
を
傳
へ
た
り
ざ
す
る
場
合
に
於
て
は
、
實

に
稀
有
な
る
場
合
な
れ
ざ
も
、
巴
汝
氏
に
誤
無
し
ご
な
す

こ
妄
得
べ
し
。
（
講
叢
攣
燗
妻
壁
邨
岡
良
弼
氏
本

の
績
日
本
後
紀
に
は
巴
按
に
作
り
、
栗
凪
寛
氏
が
姓
氏
録

考
謹
仁
引
用
せ
る
同
書
に
も
巴
汝
に
作
り
、
民
の
緻
密
な

る
考
謹
中
に
も
一
黙
の
疑
を
挿
ま
ざ
り
し
が
、
之
に
反
し
・

て
、
河
村
秀
根
、
細
井
貞
雄
等
の
大
家
は
姓
氏
録
の
巴
汝
．

を
も
己
汝
に
訂
正
せ
）
。
已
鼓
ご
巴
赦
ε
軌
れ
が
正
し
き

や
を
決
定
す
る
は
、
今
後
姓
宏
量
な
り
、
爆
口
本
後
紀
な

り
の
善
本
が
幽
現
す
る
か
、
或
は
他
に
新
資
料
を
魚
見
す

る
か
、
實
現
の
機
會
少
な
き
希
望
に
繋
が
ざ
る
べ
か
ら
ざ

る
も
、
先
づ
各
々
を
正
し
と
し
て
考
究
し
、
亜
ハ
結
果
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
第
四
壁
　
　

三
（
五
一
こ



　
　
　
第
七
巻
　
研
究
　
己
浪
俘
蹟
考
　
　
　
　
、
，

講
話
す
る
も
、
一
方
法
な
る
蔵
し
。

　
吉
田
家
譜
の
記
事
は
誇
張
の
跡
あ
る
べ
し
。
世
縛
馨
術

兼
蓮
文
藝
ご
写
せ
ら
れ
し
此
の
家
の
人
が
、
交
筆
に
巧
な

る
に
任
せ
て
書
き
し
黙
も
あ
る
心
し
Q
量
り
ご
錐
、
其
記

事
の
資
料
こ
な
り
し
傳
説
は
、
此
故
を
以
て
直
に
抹
殺
し

去
る
べ
き
に
題
す
。
特
に
ご
芭
汝
等
己
の
地
理
的
記
事

の
如
き
は
、
重
要
な
る
資
料
が
、
此
家
譜
に
擦
り
て
今
日

に
傳
示
せ
る
も
の
ビ
し
て
、
扱
ば
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

家
譜
に
任
那
こ
い
ふ
は
金
官
加
湿
な
ら
ざ
る
べ
ら
す
ご

錐
、
加
羅
諸
國
を
代
表
せ
る
も
の
ご
見
る
べ
し
。
己
汝
若

く
ば
巴
汝
は
其
の
東
北
に
あ
り
て
、
上
、
中
、
下
の
三
豊

に
分
れ
、
地
方
三
百
里
に
し
て
任
那
ご
新
羅
ご
相
雫
へ
る

地
な
）
し
な
り
。
三
百
韓
里
に
は
誇
張
あ
る
べ
し
。
而
し
．

て
績
書
紀
に
後
に
百
里
に
廃
す
ご
あ
り
。

　
若
し
己
鼓
な
り
こ
す
れ
ば
、
此
地
は
奮
説
の
如
く
甘
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曵
林
第
四
巻
紳
を
二
號
第
四
號
の
拙
稿
加
羅

な
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
。
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駅
域
考
。
及
び
同
巧
玉
巻
第
一
號
の
加
羅

議
舗
怪
童
）
甘
交
の
交
字
は
昌
寧
に
遽
存
す
る
眞
二
王

　
　
　
　
　
　
　
第
嘱
號
　
　
　
　
四
　
（
五
一
二
）

碑
に
も
あ
り
て
、
乱
書
せ
ら
れ
だ
る
も
の
、
．
如
き
を
以
て
、

其
聡
呼
落
掌
に
近
似
す
る
の
み
な
ら
す
、
實
に
甘
文
川
洛

東
江
に
即
し
て
、
永
の
語
を
表
示
す
る
交
、
没
に
も
地
理

的
に
適
合
せ
）
◎
然
り
ご
錐
も
、
叢
に
困
難
な
る
一
問
題

は
、
新
羅
塾
代
に
、
修
文
郡
の
囑
縣
に
賢
母
縣
あ
り
し
こ

ご
な
り
。
今
勿
は
、
後
に
記
す
る
が
如
く
百
濟
の
地
分
に

あ
り
て
己
較
ご
文
字
を
改
め
ら
れ
た
る
今
勿
ε
、
同
名
の
．

異
地
な
れ
ば
、
此
の
今
勿
（
困
。
（
p
了
。
巨
）
は
實
に
己
汝

（
囚
。
点
邑
な
り
。
騨
酪
審
轟
纒
騰
鍵
顯
鍮
醐

蝋
鵬
瀧
購
醒
味
甘
文
に
し
て
吾
讃
せ
し
ε
す
れ
ば
、
其
下
に

同
名
の
縣
あ
り
し
事
ご
な
b
て
、
頗
る
混
雑
を
与
す
べ
く

新
羅
の
郡
縣
中
他
に
例
な
き
も
の
な
わ
。
今
勿
は
景
徳
王

に
至
り
禦
侮
ご
改
築
せ
り
。
禦
侮
は
此
改
総
の
原
剛
こ
し
．

轟
製
繋
頭
声
す
べ
き
・
b
の
な
れ
ば
α
ー
ヨ
。
な
り
。
・
。
は

言
葉
の
初
に
あ
り
て
大
の
義
を
表
す
る
芝
多
き
よ
り
推
す

に
、
琴
」
・
饗
鯉
努
義
同
し
。
慰
。
の
K
昔
演
え
て
・
。
ビ

な
り
し
な
わ
。
∋
。
は
勿
（
ヨ
○
一
）
の
語
尾
の
工
の
存
せ
ざ
り



し
も
の
に
し
て
當
時
の
登
習
然
り
し
な
り
。
細
事
は
今
勿

の
當
時
の
語
音
を
其
ま
、
に
移
せ
し
も
の
に
す
ぎ
ざ
る
の

如
し
。
’
今
勿
は
α
i
8
0
に
て
甘
草
丙
9
B
－
B
自
（
ε
ご
分

づ
こ
ご
を
得
し
も
の
、
如
し
。
廻
し
禦
の
訓
は
B
p
す
巳

に
し
て
甘
文
の
訓
護
鼠
9
（
・
。
）
1
扁
内
語
に
近
き
は
偶
然
な
ら

ん
か
。
甘
露
郡
の
故
地
は
甘
摂
に
臨
み
山
の
陽
に
在
り
、

今
勿
の
故
地
は
山
を
距
て
、
其
西
北
に
あ
り
。
今
勿
は
新

羅
田
代
に
2
4
名
を
陰
達
q
ヨ
み
巴
ご
秘
せ
し
ご
云
へ
ば
、

編
澱
南
に
あ
り
し
甘
文
に
聴
し
て
、
同
名
の
此
地
を
斯

く
欝
せ
し
も
の
ご
も
解
す
べ
し
。
然
ら
ば
甘
交
郡
の
贋
縣

に
同
名
の
今
勿
即
ち
己
汝
あ
る
は
、
己
教
が
弛
方
三
百
里

の
猫
型
な
る
地
方
な
り
し
を
以
て
、
県
界
呼
が
諸
地
方
に

，
残
り
た
う
も
の
ご
も
見
る
べ
く
、
今
勿
嘗
て
此
國
の
中
心

た
ゲ
し
乙
8
も
あ
り
し
に
や
。
唐
が
百
濟
故
地
に
布
き
し

喜
吉
の
灘
呼
を
見
る
に
、
州
ε
属
縣
ご
同
名
あ
る
も
の
多

し
ご
錐
、
何
等
の
混
雑
を
生
ぜ
ざ
り
し
は
、
現
在
我
國
に

於
て
府
縣
市
町
名
同
一
に
し
て
故
障
な
き
に
徴
し
て
も
明

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
巳
波
俘
鎚
考

　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

な
れ
ば
、
甘
文
郡
ご
今
勿
縣
ご
は
、
文
字
を
異
に
せ
る
以

上
は
混
雑
せ
ざ
り
し
な
る
べ
く
、
況
し
て
今
勿
に
陰
達
の

別
名
あ
る
以
上
は
、
何
等
の
不
便
な
か
り
し
な
る
べ
し
。

某
蔀
の
属
縣
た
る
金
山
繋
の
金
は
溶
§
に
し
て
、
己

没
の
繕
呼
を
残
し
傳
へ
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
舳
嗣
糧

語
金
泉
の
新
名
は
斯
文
川
に
臨
む
一
軍
里
名
に
本
づ
き
し

も
の
な
る
が
、
此
」
尊
名
の
如
き
は
、
更
に
己
激
の
欝
呼
を

傳
へ
た
る
も
の
な
り
。
紺
掻
騨
喰
鯛
定
其
の
文
山
騨
の
如
き

も
、
被
の
語
の
残
れ
る
も
の
な
る
如
し
。
，
甘
撚
（
甘
交
川
）

の
水
域
に
は
、
其
手
投
の
地
な
り
し
こ
ご
を
詮
明
す
べ
き

古
地
名
少
な
か
ら
す
。
舞
文
は
膏
越
せ
し
も
の
な
り
。
爾

ほ
遠
く
北
方
に
鳥
嶺
の
下
に
あ
る
聞
慶
は
新
羅
時
代
に
冠

縣
或
は
冠
交
縣
ご
幕
せ
り
Q
然
り
ご
錐
も
甘
、
己
、
は
冠

ご
字
音
に
早
り
あ
る
の
み
な
ら
す
、
客
地
の
古
名
は
高
思

葛
伊
に
し
て
、
冠
、
冠
交
は
其
訓
を
用
ひ
し
假
字
な
れ
ば
、

甘
文
己
汝
の
語
に
關
係
な
と
す
。
難
今
勿
邑
紋

ご
は
同
一
語
の
難
字
な
り
し
ょ
b
推
す
に
、
勿
の
語
尾
1

第
四
號

玉
　
（
五
「
三
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
己
波
俘
魏
考

汝
の
語
尾
n
は
當
時
爾
ほ
存
せ
ざ
り
し
か
或
は
三
音
せ
ざ

り
し
も
の
な
り
。
此
の
「
水
」
こ
い
ふ
語
は
朝
鮮
二
代
に
於

て
ヨ
一
（
彌
）
ご
い
へ
ヶ
〇
三
國
志
魏
志
韓
傳
に
記
・
す
る
軍
彌

國
弁
軍
彌
國
は
、
此
の
竪
文
を
成
す
も
の
に
し
て
、
弁
韓

辰
韓
の
各
邊
境
に
あ
り
て
、
弁
韓
郎
ち
加
羅
に
近
き
は
加

羅
の
要
素
濃
厚
に
し
て
全
軍
彌
國
ε
な
う
、
辰
韓
に
近
き

は
奥
宮
卸
ち
辰
韓
留
意
國
と
な
り
し
な
ら
ん
か
。
吉
田
家

譜
の
新
羅
ご
雫
ふ
ご
あ
る
状
編
垣
た
り
。

　
吉
田
家
譜
が
巴
汝
ご
巳
波
ご
い
つ
れ
な
る
に
も
關
せ
す

諺
文
は
己
汝
の
地
に
し
て
、
今
日
の
金
泉
郡
急
騰
の
外
恐

く
は
善
山
郡
を
（
少
く
こ
も
江
西
地
溜
）
を
包
有
せ
し
も
の

の
如
し
。
治
り
ε
錐
、
書
紀
の
交
信
ど
は
全
く
別
異
の
地

な
る
こ
ご
、
次
に
説
く
所
に
よ
り
て
知
る
べ
し
。
故
に
書

紀
の
巳
波
の
地
を
研
究
す
る
に
は
、
吉
田
家
譜
の
所
傳
を

班
傳
ご
七
、
須
ら
一
之
を
馬
銭
に
寳
隠
し
て
可
な
り
。
但

し
甘
文
の
地
は
百
濟
ε
新
羅
こ
の
間
に
屡
々
孚
は
れ
た
る

も
、
途
に
新
羅
に
入
れ
り
。
績
後
記
が
熱
地
途
隷
百
濟
ご

第
四
號

六
　
（
五
一
四
）

記
せ
る
は
、
吉
田
の
家
乗
に
依
り
て
記
せ
し
も
の
、
如
し

吉
田
家
乗
は
此
の
三
筆
ご
書
紀
の
己
汝
ご
を
混
ぜ
し
も
の

の
如
し
。

　
吉
田
家
譜
の
所
記
が
巴
波
な
ら
ん
に
は
、
余
が
淺
薄
な

る
研
究
の
現
在
の
程
度
に
於
て
は
、
之
を
何
地
に
充
つ
べ

き
か
を
知
ら
す
。
但
し
汝
ご
灘
用
す
る
勿
は
、
三
國
蓮
事

に
駕
洛
居
合
彌
王
を
一
に
今
勿
王
と
す
ご
あ
る
に
よ
れ
ば

巴
没
の
戦
も
巳
な
わ
し
こ
ご
あ
る
べ
き
を
以
て
、
巴
汝

は
或
る
時
代
に
於
て
、
或
は
或
る
地
方
に
於
て
咳
鍵
臨
な

）
．
し
事
を
う
べ
く
、
而
し
て
語
尾
の
一
が
消
失
す
る
場
合

に
於
て
は
、
弁
韓
の
弁
（
℃
p
浮
）
の
語
に
近
き
事
あ
り
。
件

鞍
の
俘
ε
巴
ご
は
暦
同
じ
け
れ
ざ
、
巴
汝
ご
俘
敏
ご
は
同

一
な
皇
は
思
は
れ
す
。
雛
監
瓠
議
鶉
耀
説
紬

暴
露
禁
欝
繋
沓
蕪
嵯
饅
奪
研
究
現
在
の
程
度

に
於
て
は
、
巳
波
を
正
し
ど
し
、
巴
紋
を
誤
れ
う
ご
な
す

べ
き
な
り
。

　
　
②
其
他
に
巳
波
の
辮
呼
あ
6
し
地
方



　
百
濟
に
於
て
己
汝
ご
羅
せ
し
地
方
今
の
忠
清
能
筆
の
北

部
に
あ
り
て
、
今
勿
ご
書
き
し
が
、
唐
が
盗
塁
を
卒
定
し

．
て
一
都
督
府
七
声
の
制
を
布
く
や
、
之
を
己
汝
縣
に
改
め

て
、
支
海
州
に
歯
す
る
九
縣
の
一
ビ
な
せ
り
。
ム
ー
勿
を
心

墨
に
改
め
し
は
、
草
字
を
改
め
し
に
す
ぎ
ざ
る
な
り
。
新

羅
人
は
、
唐
人
が
己
汝
に
改
め
し
を
奮
に
復
し
て
今
勿
ご

な
せ
し
も
の
、
如
き
も
、
景
徳
に
至
り
今
武
に
改
め
た
り

武
は
慕
、
牟
、
茂
ε
音
通
せ
り
。
己
波
の
文
字
は
唐
人
の

改
め
し
に
初
ま
る
も
の
に
あ
ら
す
し
て
、
百
熟
人
早
く
よ

り
此
文
字
を
使
用
せ
し
は
書
紀
に
此
文
字
あ
る
に
て
知
る

べ
し
。
此
地
高
麗
に
至
り
徳
豊
ご
改
聡
し
、
後
に
は
徳
山

郡
に
入
れ
る
が
、
其
故
地
は
忠
清
南
瓜
徳
山
邑
の
北
十
三

韓
里
に
在
り
、
有
名
な
る
任
益
城
ご
金
馬
規
の
季
野
を
距

て
垂
茜
北
数
里
に
奮
。
（
聖
壇
鞭
膿
雛
麩
撫

献
薇
膳
瀦
淵
）
面
し
て
任
存
城
の
西
約
一
一
璽
に
洪
州

あ
り
。
金
馬
と
い
ひ
洪
州
こ
い
ひ
、
己
汝
の
名
に
關
係
あ

　
る
も
の
、
如
き
を
以
て
、
此
等
の
名
羅
に
就
て
、
　
一
癒
調

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
己
波
俘
殿
考

査
せ
る
に
次
の
如
し
。

　
金
馬
は
魏
志
に
乾
馬
ご
書
け
り
。
金
は
古
字
音
響
に
同

じ
く
囚
α
挿
な
り
。
黄
金
の
義
に
し
て
、
大
ε
い
ふ
ε
同

語
な
る
こ
ご
、
自
鳥
博
士
等
の
説
に
し
て
定
説
な
り
。
馬

は
ヨ
9
な
り
。
金
馬
は
囚
α
〒
ヨ
ρ
に
し
て
、
巳
波
囚
。
一

旨
○
（
ε
8
同
源
の
語
な
り
Q

　
居
叱
勿
。
．
世
宗
實
録
地
理
隻
語
東
國
輿
地
勝
連
に
よ
れ

ば
、
厄
患
清
南
溢
大
興
縣
東
二
十
一
韓
里
に
居
陣
所
ご
繕
す

る
特
殊
行
政
逓
域
あ
り
。
斜
地
古
く
は
居
叱
勿
ご
霧
し
、

金
を
探
思
し
て
納
貢
す
る
「
金
所
」
な
り
し
亡
い
ふ
Q
百
濟

に
居
斯
勿
ご
書
き
て
、
唐
都
督
府
の
支
濤
二
九
縣
の
一
だ

る
隆
化
縣
を
置
き
し
地
な
）
。
斯
を
特
別
に
明
に
登
昔
し

て
、
今
勿
ざ
別
ち
し
な
る
べ
し
Q
其
地
名
は
恐
く
は
黄
金

の．

ﾜ
嵩
よ
り
出
で
陀
る
べ
き
も
、
熱
讃
ご
近
似
す
る
名
な

り
ε
す
。

　
漫
心
は
大
水
の
義
ご
語
音
を
同
う
す
る
を
以
て
、
洪
州

の
幕
呼
も
或
は
今
勿
の
語
よ
も
出
で
た
る
も
の
な
る
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　

七
（
五
一
五
）



　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
巳
波
伶
鞍
考

此
州
の
歯
來
に
就
き
て
は
頗
を
不
明
な
る
が
、
此
亀
地
は
恐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
コ

く
は
襟
掛
の
只
参
村
な
る
べ
く
、
只
は
脅
支
に
し
て
、
5

　
　
　
シ
ン

薯
音
戸
誓
。
鰻
澆
縷
躾
髭
蜷
意
墾
魏
鳶

黙
難
錫
賠
蟻
か
窓
掛
磁
餓
線
置
薬
那
鰍
嘩
興
り
。
此
地

宿
志
の
試
案
に
し
て
、
日
本
書
紀
鷹
紳
新
入
年
の
條
に
引

一
百
濟
記
に
も
支
讐
あ
り
。
噸
灘
鋸
聾
麿
が
毒

州
を
置
き
し
も
此
地
な
り
ご
す
。
支
侵
の
繕
呼
野
だ
古
く

唐
が
支
濤
州
を
置
さ
、
・
て
細
波
、
居
斯
勿
等
此
地
方
の
九
縣

を
支
配
せ
し
め
た
る
を
見
て
も
、
支
涛
の
名
こ
そ
此
地
の

地
理
的
幕
呼
ご
ま
で
な
り
居
り
し
な
れ
ご
思
撚
る
れ
こ
も

王
氏
高
麗
が
洪
烈
に
改
費
せ
し
を
見
勉
ば
己
惚
汰
豚
卿
語
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
μ
‘

名
は
減
号
の
地
理
的
群
呼
ご
し
て
、
行
政
丁
霊
呼
た
る
一

懸
よ
わ
は
廣
か
り
し
な
ら
ん
か
。
麟
顯
羅
禦
誹
熱

近
似
で
。
金
の
語
庵
疑

し
て
蓮
定
な
ぜ
し
か
Q

　
百
濟
滅
ご
の
際
堅
守
を
…
以
て
有
名
な
る
任
関
城
は
、
任

劒
利
山
城
こ
い
へ
り
ε
い
ふ
。
創
利
は
己
汝
ε
同
語
ご
も

見
ら
れ
ざ
る
に
あ
ら
す
。
鞘
其
他
百
濟
に
古
彌
こ
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
第
鍋
號
　
　
　
入
（
五
一
六
）

「
縣
あ
う
。
百
濟
の
都
城
は
一
に
固
庶
城
こ
い
へ
り
。
熊

津
の
熊
（
コ
ム
）
等
み
な
同
義
の
語
な
る
が
如
し
。
大
村
、

金
村
、
大
水
等
の
義
の
語
は
、
今
勿
、
己
汝
等
の
語
ま
た

は
之
に
近
き
語
な
る
を
以
て
、
己
汝
ま
た
は
之
に
近
似
す

る
地
名
甚
だ
多
し
。
苦
り
ご
錐
、
金
馬
、
古
彌
、
固
庶
は

既
に
早
く
よ
り
巳
波
ご
分
別
す
る
こ
ε
を
得
し
も
の
な
る

を
以
て
、
之
を
己
汝
の
地
に
當
つ
べ
か
ら
す
。
上
述
せ
る

支
侵
の
地
は
、
他
の
諸
地
ご
は
異
な
り
て
↓
之
を
己
紋
の

地
ご
更
す
る
こ
ご
を
得
べ
．
く
、
加
ふ
る
に
癒
騨
仁
徳
の
御

代
の
頃
に
は
日
本
朝
廷
の
管
轄
地
ε
な
り
し
形
蹟
あ
る
が

故
に
、
書
紀
の
己
汝
も
或
は
転
地
な
る
べ
き
か
ε
の
推
測

は
、
一
瞥
は
尤
も
な
れ
ざ
も
、
書
紀
の
己
波
は
加
羅
の
一

國
た
る
俘
蹟
ご
の
關
係
上
、
ま
だ
多
沙
津
ご
の
關
係
上
、

此
地
に
非
る
也
。
書
紀
の
巳
波
は
今
の
全
羅
南
滋
南
原
府

な
り
。
次
笛
に
之
を
論
ず
べ
し
。

　
　
㈲
田
本
書
紀
の
開
戸

　
己
汝
は
帯
沙
ご
共
に
、
…
伴
鞍
聖
哲
之
を
箏
ひ
、
朝
廷
は



百
濟
に
偏
し
て
、
こ
れ
に
輿
へ
ら
れ
し
を
以
て
、
三
蹟
の

叛
織
こ
な
り
、
牢
島
に
於
け
る
目
本
勢
力
の
失
墜
を
暴
露

す
る
に
至
り
し
地
な
り
。
余
は
百
濟
五
方
五
部
南
中
に
論

ぜ
し
如
く
、
百
濟
に
巳
波
蚕
沙
を
賜
は
り
し
は
、
書
紀
が

繊
禮
天
皇
の
二
十
五
年
に
當
て
し
辛
亥
（
百
電
命
明
王
九

年
法
興
王
十
八
年
）
の
少
し
く
前
に
あ
る
べ
く
、
實
は
武

烈
の
御
代
に
し
て
、
糠
油
臣
の
出
征
は
辛
亥
の
後
に
あ
る

べ
し
ご
す
。
上
主
導
、
下
膨
鋼
、
娑
陀
、
牟
盧
の
四
縣
を

百
濟
に
割
線
す
る
の
止
む
を
得
ざ
る
に
至
り
し
は
、
原
博

士
考
定
の
纏
鷺
天
皇
即
位
を
辛
亥
若
く
は
壬
子
の
頃
に
あ

り
織
し
て
の
天
皇
六
年
、
即
ち
丙
辰
丁
巳
躇
糀
⑭
宣
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ロ
イ

べ
し
。
辮
赫
綴
號
蓼
鑛
斎
垣
学
童
翻
鰹
叢

雅
襲
無
毒
鞭
饗
然
別
錐
、
森
に
於
て
は
己
紋

及
加
羅
多
沙
津
と
伸
践
こ
の
位
儘
に
就
き
て
の
み
論
ず
べ

し
。　

書
紀
の
導
波
の
地
を
調
査
す
る
に
必
要
な
る
は
、
此
地

に
蓮
質
せ
る
加
羅
多
沙
津
の
位
麗
な
る
を
以
て
、
先
づ
こ

　
　
　
第
七
巷
　
研
究
　
己
波
俘
鞍
考

れ
よ
り
調
査
す
べ
し
。
百
濟
が
日
本
に
加
羅
多
良
津
を
賜

ら
ん
事
を
請
ひ
し
は
、
「
朝
貢
使
者
恒
避
島
曲
、
靴
下
風
波

因
激
雷
所
掌
全
壊
無
色
、
請
以
加
羅
多
沙
津
、
爲
臣
朝
貢

津
路
」
ビ
い
ふ
に
あ
り
。
毎
時
百
濟
の
貢
船
は
、
全
羅
道

の
西
海
島
曲
の
間
を
南
下
し
、
其
南
岸
に
出
で
た
る
べ
き

を
以
て
、
多
忙
津
は
全
市
も
し
く
ば
慶
伺
の
南
蛮
に
あ
る

べ
き
は
論
な
く
、
特
に
加
羅
ご
あ
る
を
以
て
、
大
膿
に
於

て
其
位
置
を
推
測
し
う
べ
し
。
三
國
史
記
に
河
東
郡
本
韓

多
沙
響
あ
り
。
河
東
は
今
の
河
東
郡
鑛
灘
の
地
な
り

但
し
邑
の
治
所
に
は
墾
移
あ
り
。
此
郡
の
漢
薬
内
に
小
多

情
縣
あ
り
し
が
新
羅
に
入
り
嶽
陽
縣
ビ
嬉
し
、
今
の
河
東

邑
の
上
方
約
四
十
韓
里
に
其
治
趾
あ
り
。
心
地
共
に
嵯
津

江
の
東
岸
に
在
り
、
伽
羅
多
沙
帥
韓
多
沙
に
罪
し
て
小
多

沙
．
ビ
い
へ
る
な
る
べ
し
。
多
沙
帥
ち
帯
沙
に
し
て
、
多
沙

津
が
嵯
津
江
の
下
流
な
る
事
疑
な
く
、
諸
先
輩
が
之
を
河

東
の
地
に
充
て
ら
れ
し
は
、
動
か
ざ
る
定
説
な
り
。
當
時

百
濟
よ
り
日
本
に
航
海
す
る
に
は
、
黒
地
に
出
つ
る
を
以

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　

九
（
王
一
七
）



　
　
　
第
七
．
巷
　
　
研
　
究
　
　
巳
波
俘
腰
考

て
航
路
最
も
短
し
ε
す
。
但
し
諸
先
輩
が
説
き
し
此
地
閣

係
諸
國
の
位
愚
説
を
以
て
し
て
は
、
此
地
は
河
東
に
當
つ

べ
か
ら
す
。
從
て
余
も
加
羅
景
域
考
に
曾
て
は
之
に
迷
ひ

多
端
器
量
を
一
同
惜
別
地
な
り
ε
考
へ
、
切
入
多
沙
を
別
…
地
に

求
め
し
も
、
地
理
上
の
調
査
を
経
て
其
誤
れ
る
を
畳
）
、

多
獣
帯
沙
同
一
に
し
て
、
河
東
な
る
こ
ビ
を
聡
知
す
る
に

至
れ
り
。

　
巳
波
は
百
侃
糖
が
多
沙
ご
併
せ
て
賜
與
を
請
へ
る
地
な
る

が
故
に
、
之
を
多
沙
附
近
に
求
む
る
は
稔
當
な
り
し
も
、

余
は
書
紀
の
己
汝
ご
吉
田
家
譜
の
鷲
宮
ご
を
同
一
地
な
り

ご
考
へ
し
を
以
て
、
其
所
在
地
を
考
定
す
る
に
困
難
し
、

加
羅
　
膿
漏
考
に
於
て
は
、
甘
交
な
り
ε
な
せ
り
。
然
る
に

先
に
説
き
し
如
く
、
爾
己
鞍
は
全
く
同
名
の
異
地
な
り
し

な
り
。
内
藤
博
士
よ
り
借
覧
せ
る
翰
苑
注
に
眠
勲
饗
疑

瀟
教
書
黒
鍵
灘
猫
蝶
嶢
括
地
響
を
観
干
し
、

　
　
括
地
志
日
、
熊
津
島
寓
國
東
界
、
西
南
流
、
纒
國
北

　
　
百
里
、
又
西
流
入
海
、
廣
豪
三
百
歩
、
其
水
至
済
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
「
○
　
（
五
一
入
）

　
　
　
　
む
　
り
　
　

　
　
書
巻
難
語
河
、
在
國
葉
隠
其
國
、
源
出
町
國
南
山
、

　
　
東
南
流
入
大
海
、
共
中
水
族
與
中
夏
同
。

ご
あ
り
。
此
交
中
基
汝
河
以
下
を
綾
訂
す
れ
ば
、
「
墓
汝
河

在
國
△
△
△
△
、
源
二
輪
國
南
山
、
東
南
流
入
大
海
中
、

其
水
族
與
中
夏
同
」
ご
な
す
べ
し
。
在
國
以
下
脆
漏
交
字

ば
四
字
ご
假
遇
せ
る
も
、
或
は
五
字
か
、
字
薮
不
詳
な
れ

こ
も
、
方
位
ご
里
数
ご
を
表
示
せ
し
語
な
る
べ
く
、
國
ご

は
都
城
に
し
て
、
今
の
扶
徐
の
地
な
り
。
基
紋
河
は
嵯
津

江
の
外
に
之
に
當
る
者
無
し
。
基
は
唐
言
に
居
隅
切
ご
あ

り
て
昔
録
な
れ
ざ
も
、
己
ぎ
に
蓮
す
る
こ
と
論
な
し
。

基
紋
の
己
波
な
る
こ
ご
明
白
な
り
。
茎
の
河
口
に
多
沙
あ

る
嵯
津
江
の
古
名
は
己
惚
河
な
り
し
也
。
此
の
河
名
に
篠

り
て
書
紀
の
己
鞍
は
此
の
河
の
流
域
に
あ
る
事
明
瞭
な
り

先
に
記
せ
し
如
く
、
汝
を
假
り
て
表
示
せ
る
語
は
、
「
水
」
の

方
言
ε
語
暑
を
同
う
し
、
其
鍵
裂
を
類
う
す
る
を
以
て
、
汝

は
自
一
こ
も
な
り
得
べ
し
。
朝
鮮
に
龍
を
B
貰
ε
ご
琳

し
、
國
語
の
「
ミ
ッ
チ
」
ご
同
語
な
り
。
蜷
津
江
の
上
流
の



南
原
は
百
濟
時
代
に
於
て
古
弊
ε
書
け
る
事
、
三
國
史
記

地
理
志
に
見
ゆ
Q
古
里
は
囚
O
l
邑
ズ
g
）
に
し
て
、
大
水
の

義
ご
語
中
を
同
う
し
、
己
汝
の
語
ご
同
語
な
り
。
己
汝
は

古
龍
ご
書
か
れ
、
次
に
は
古
に
代
ふ
る
に
鮫
（
囚
図
。
）
字
を

以
て
し
、
今
南
原
の
山
城
を
鮫
龍
山
城
ご
書
き
、
其
高
名

の
名
残
）
を
止
め
π
り
。
（
註
第
三
）
巳
波
郎
ち
基
汝
の
南
原

な
る
事
疑
を
容
れ
す
。
基
波
の
基
は
大
の
義
に
も
て
、
汝

は
水
と
も
村
里
ご
も
解
せ
ら
る
れ
ば
、
河
名
よ
り
し
て
基

波
の
地
名
趨
り
し
か
、
地
名
よ
り
河
名
起
り
し
か
明
な
ら

ざ
れ
こ
も
、
恐
く
は
河
名
よ
り
し
て
地
名
を
生
せ
し
な
る

興
し
。

　
南
原
の
地
方
は
全
羅
北
道
の
東
南
隅
に
、
辮
津
江
の
上

流
の
地
を
占
め
て
一
朝
劃
を
成
し
、
雲
峰
悪
難
に
よ
り
て

慶
爾
南
滋
北
部
及
同
北
遣
南
部
ご
交
通
至
便
の
地
に
あ
り

馨
朧
8
北
部
よ
り
呆
に
交
通
す
る
に
は
、
南
原
に
出

で
蜷
津
江
を
下
る
の
路
は
一
主
要
な
る
路
な
り
し
な
う
。

況
し
て
洛
東
江
の
交
通
路
が
新
羅
の
爲
に
劫
さ
る
、
場
合

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
巳
波
俘
殿
考

に
於
て
は
、
蜷
津
江
の
交
通
路
は
頗
る
重
要
な
る
も
の
な

り
。
若
し
慶
伺
方
面
の
勢
力
者
に
し
て
蔭
地
を
占
め
た
ら

ん
に
は
、
全
各
方
面
の
勢
力
者
は
之
を
中
断
せ
ら
る
、
の

憂
あ
り
。
之
に
反
し
て
全
羅
方
面
の
勢
力
者
が
此
地
に
根

糠
を
置
き
、
　
一
だ
び
雲
峰
を
瞼
ゆ
れ
ば
、
黄
竜
江
及
び
南

江
の
流
域
地
方
は
忽
ち
劫
か
さ
る
べ
し
Q
之
を
以
て
雲
峰

（
阿
莫
山
城
）
は
駕
洛
滅
亡
後
百
獣
新
羅
問
に
孚
奪
の
一
中

35

n
こ
な
り
し
な
り
Q

此
綾
河
郎
ち
囎
津
江
流
域
鍛
は
、
前
記
の
辛
亥
の
頃

ま
で
は
、
臼
本
の
所
領
こ
し
て
寸
義
の
任
那
の
一
部
た
り

し
も
の
也
。
然
る
に
此
頃
に
至
り
、
百
濟
ご
俘
鞍
こ
の
間

に
賜
與
さ
れ
ん
こ
ご
を
孚
ひ
し
に
、
朝
廷
は
百
濟
の
特
使

新
羅
斜
壁
俘
駿
の
使
臣
を
朝
廷
に
引
列
し
て
之
を
百
濟
に

輿
へ
、
件
膿
の
講
求
を
却
け
ら
れ
し
か
ば
、
墨
隈
は
叛
観

を
起
す
に
至
れ
り
．
）
然
ら
ば
俘
蹟
は
何
地
に
あ
り
し
國
な

る
か
。
次
節
に
之
を
説
く
費
し
。

第
四
號

幅
　
　
（
五
㎝
九
）



第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
a
波
俘
鞍
考

下
　
件

鞍

　
漁
法
は
己
浸
の
地
に
密
接
な
る
閣
係
を
有
し
、
百
濟
よ

う
日
本
へ
俘
鋏
國
略
奪
並
立
己
赦
之
地
ご
訴
へ
ら
れ
、
日

本
に
点
葉
を
献
じ
て
己
演
の
地
を
乞
ひ
し
國
な
る
を
以
っ

て
、
尊
前
に
接
隣
し
た
る
地
方
に
在
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
。

己
汝
が
今
の
南
原
の
地
な
る
こ
ご
明
白
た
る
に
於
て
は
、

俘
鞍
は
慶
荷
北
道
の
西
南
よ
り
慶
術
南
道
の
西
北
の
聞
に

求
め
ざ
る
べ
か
ら
す
。
内
藤
先
生
が
之
を
本
彼
ε
欝
せ
し

星
州
に
あ
り
し
國
な
り
ご
せ
ら
れ
し
は
高
見
に
し
て
、
余

は
加
羅
彊
域
考
に
於
て
此
説
に
從
へ
り
。
其
後
研
究
の
結

果
こ
し
て
、
俘
肢
は
星
州
を
第
二
中
心
ビ
し
、
高
露
の
地

を
第
一
中
心
ご
せ
し
大
書
耶
國
の
名
な
る
べ
し
ご
推
定
す

る
に
至
れ
b
。
今
星
章
帥
本
彼
の
別
名
ご
し
て
知
ら
れ
し

碧
珍
の
名
ご
件
蹟
本
彼
の
名
ご
の
關
係
を
説
き
、
内
藤
先

生
の
所
説
の
正
確
な
る
こ
ご
を
論
謹
せ
ん
こ
す
。

　
三
國
吏
記
に
、

　
　
　
　
　
　
　
鋼
銀
札
　
　
三
（
五
二
〇
）

　
　
星
山
郡
、
本
一
利
郡
聾
眼
景
徳
王
改
名
、
今
加
利
懸
。

　
　
領
縣
四
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
壽
同
縣
、
此
様
同
意
縣
、
景
徳
王
改
名
、
今
未
詳
。

　
　
錨
子
懸
、
本
大
木
縣
、
景
徳
王
改
名
、
今
若
木
縣
。

　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
　
新
安
富
、
本
本
彼
縣
◎
景
徳
王
改
名
。
今
京
山
府
。

　
　
都
山
縣
、
本
秋
山
縣
。
景
徳
王
改
名
。

　
慶
爾
滋
…
地
誌
（
永
樂
年
聞
撰
）
に
、

　
　
薩
州
牧
官
。
古
磁
瓶
珍
國
此
諺
傳
也
、
在
新
羅
時
繕

　
　
星
由
郡
。
本
一
利
即
断
賑
里
景
徳
王
時
改
名
、
加
利
縣
。

　
　
在
高
麗
太
租
統
合
時
、
合
星
山
郡
、
秋
山
縣
、
壽
同

　
　
火
縣
、
菰
被
縣
、
京
山
郡
、
儒
山
縣
、
爲
京
山
府
、

　
　
云
々

ご
あ
り
て
積
明
瞭
な
ら
す
ご
難
、
世
宗
大
王
嚇
員
録
に
、

　
　
星
州
牧
本
本
彼
縣
、
景
徳
王
改
名
新
安
、
爲
星
山
郡

　
　
領
縣
、
新
羅
之
季
改
欝
欝
珍
郡
、
高
麗
太
耐
二
十
三

　
　
年
庚
子
改
．
群
山
尿
山
府
○
下
略

ご
あ
る
に
て
、
今
の
星
州
の
地
が
本
は
本
彼
縣
に
し
て
、



新
羅
末
に
皆
皆
覧
た
り
し
事
知
る
了
し
。
新
羅
時
代
に
於

け
る
星
山
郡
治
は
、
今
の
高
常
漱
郡
星
山
面
に
あ
り
し
也
。

新
羅
時
代
に
一
利
郡
の
名
を
星
山
郡
に
改
め
し
は
、
此
地

方
に
星
の
語
に
縁
あ
る
地
理
的
幕
呼
あ
り
し
に
因
る
べ
し

今
の
星
学
の
地
は
新
羅
時
代
に
於
て
星
山
郡
内
の
一
縣
に

し
て
本
彼
三
焦
せ
し
な
り
。
今
の
俘
鞍
ε
碧
珍
ご
同
語
な

る
こ
ご
を
評
せ
ん
こ
す
。

　
俘
殿
の
俘
は
℃
磐
な
れ
ざ
、
n
は
多
く
の
例
の
如
く
登

習
せ
す
、
一
篇
第
四
に
詳
記
す
る
如
く
、
俘
（
℃
p
）
沸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

（
巳
辟
、
避
（
℃
δ
に
移
り
て
碧
（
陽
α
H
・
）
襲
撃
許

な
る
也
。

　
。
．

　
齢
以
は
訟
日
℃
、
一
な
り
鉄
｛
る
に
、
「
珍
し
は
新
羅
に
於
て
賓
（
℃
岳
）

よ
り
比
（
巳
に
麺
ひ
、
新
羅
末
に
於
て
鳳
の
語
暑
の
假

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ダ
ノ

字
ビ
せ
b
。
骸
讐
は
珍
覧
に
代
へ
ら
る
、
也
。
噸
鍔

　
件
蹟
（
嚇
（
ε
壱
δ
は
初
電
（
℃
愚
日
？
巳
な
り
。
但
し

碧
の
題
穿
語
尾
の
k
書
は
官
が
隅
α
に
移
り
て
、
而

し
て
登
生
せ
し
な
り
。
名
詞
の
語
尾
に
一
ε
k
若
く
ば
k

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
己
川
波
俘
股
考
’

こ
　
ご
あ
り
て
、
其
の
一
を
嚢
面
す
・
る
時
は
他
を
登
回
せ

ざ
る
語
朝
鮮
に
多
し
。
故
に
一
語
に
て
語
尾
に
一
ご
k
定

を
混
用
す
る
も
の
あ
り
。
碧
℃
愚
岸
は
k
．
1
混
用
す
る
語

に
署
す
ε
難
、
他
に
語
尾
の
一
．
k
に
如
上
の
性
質
あ
り
ご

せ
ば
、
鴇
窃
の
昔
は
崩
方
に
は
冨
α
日
ハ
こ
な
り
、
一
方
に

は
℃
）
・
巳
ビ
な
る
べ
き
か
。
此
▼
の
題
黛
こ
な
れ
る
も
の
は

　星
ご
い
ふ
語
ご
晋
を
同
う
す
。
俘
鞍
に
星
山
の
別
幕
あ
る

こ
れ
に
依
る
可
し
。

　
繰
入
が
本
彼
（
℃
o
（
ε
1
℃
δ
の
語
の
碧
珍
に
移
り
し
事

實
を
採
り
て
、
故
意
に
俘
鞍
（
覧
㌣
℃
δ
の
語
の
斯
く
鍵

移
す
べ
き
を
説
け
る
は
、
此
語
が
星
州
の
古
地
名
な
る
こ

ε
を
、
適
切
に
戚
癒
し
め
ん
が
爲
め
な
り
Q
伜
（
ご
ρ
昌
）
は

本
（
喝
。
旨
）
に
擁
す
る
こ
ご
論
な
し
。
蹟
彼
は
初
よ
り
同
昔

ぶ
）
o
朝
鮮
の
星
の
語
も
穿
れ
ば

ア
～
　
　
つ
9
或
に
喝
O
な
る
べ
し
O

　
研
究
を
嘉
し
所
説
に
非
す
し
て
、
臆
測
に
す
ぎ
ざ
れ
．

ざ
も
、
嚇
W
℃
○
は
℃
、
帥
ご
共
に
、
國
（
都
邑
の
意
義
に
て

の
）
ご
い
ふ
語
な
る
べ
し
。
伐
、
，
火
、
弗
の
字
暑
に
て
表

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
一
三
　
（
五
ご
補
）



　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
巳
波
俘
鞍
考

示
せ
る
語
尾
に
i
書
あ
る
語
ざ
、
同
語
な
る
は
論
な
し
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

高
句
麗
の
沸
流
刑
職
事
の
碑
利
（
一
）
ε
は
國
猷
の
義
に
し

て
、
漢
人
は
「
不
」
の
字
、
を
抜
り
て
其
書
を
表
示
し
、
高
句

麗
人
は
國
の
交
字
を
以
て
其
義
を
表
示
せ
る
こ
ご
別
に
説

く
が
如
し
Q
俘
駿
は
「
國
ノ
國
」
の
義
に
し
て
「
諸
國
中
の

第
一
撃
」
の
義
な
ら
ん
か
。
昌
寧
に
あ
う
し
比
堂
塔
は
眞
興

・
王
碑
に
は
比
子
伐
ご
書
き
．
地
理
志
に
は
比
斯
伐
、
比
自

火
ご
書
き
、
婆
娑
王
紀
に
は
比
只
ご
書
き
、
魏
志
に
面
繋

國
ご
あ
る
も
此
の
比
斯
な
る
ぺ
け
れ
ば
、
比
斯
ご
い
ふ
國

（
伐
）
な
る
が
如
き
も
、
三
國
遺
事
に
非
火
ご
書
け
る
に
よ

れ
ば
、
斯
は
助
詞
に
し
て
、
俘
肢
ご
同
名
な
る
べ
し
。
又

蛍
火
が
非
斯
火
な
b
し
ょ
り
推
せ
ば
、
俘
鞍
も
古
く
は
或

は
件
斯
鞍
な
り
し
な
る
べ
し
Q
余
は
之
を
以
て
星
州
地
方

も
昌
寧
地
方
も
．
古
書
同
國
饗
な
り
し
か
ざ
、
一
た
び

は
考
へ
し
も
、
安
康
の
古
名
が
比
火
な
り
し
例
も
あ
り
、

又
舳
四
壁
紀
に
比
白
囲
躰
、
粛
…
加
…
羅
陥
ビ
列
記
せ
る
を
以
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀

爾
者
は
詞
名
義
の
胴
親
ご
認
む
べ
し
ご
な
す
に
至
れ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
一
四
　
（
五
二
二
）

獅
羅
ε
あ
る
艮
高
鯉
大
艶
話
な
り
、
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

れ
ミ
俘
鍍
の
關
係
ほ
後
に
説
く
べ
し
。

　
然
リ
ビ
錐
、
本
意
は
本
彼
縣
の
繕
呼
た
る
べ
き
に
す
ぎ

　
　
　

ざ
る
星
山
の
繕
呼
が
、
此
縣
の
外
に
爾
ほ
三
縣
を
領
有
せ
7

る
郡
の
名
幕
に
し
て
此
慮
外
に
治
せ
し
事
は
、
本
彼
の
名

は
、
政
治
上
に
は
一
罪
に
獲
存
せ
る
に
す
ぎ
ざ
る
も
、
古
く

は
此
地
方
に
亙
れ
る
尾
大
な
る
地
域
の
名
聞
な
り
し
事
を

遺
る
も
の
な
り
。
鍵
硯
長
編
場
探
諺
警
謎

弦
製
寵
㍑
．
余
は
更
に
所
説
に
一
歩
を
進
め
て
、
俘
践
は

鳥
撃
を
中
3
5
ご
せ
し
大
鷲
耶
國
の
本
名
な
b
ご
推
定
す
る

に
至
れ
う
。
己
汝
精
沙
の
問
題
託
る
や
、
是
が
決
定
の
爲

に
参
列
せ
る
長
島
使
臣
は
、
G
D
百
濟
の
娠
彌
文
貴
將
軍
吻

冬
芝
瀦
の
疲
得
至
㈲
安
羅
の
辛
已
翼
ご
叢
巴
雌
羊
㈹
俘
腰

の
既
殿
翼
ご
竹
野
至
な
り
。
當
関
南
加
羅
即
任
那
は
勢
力

微
溺
ε
な
り
し
の
み
な
ら
す
、
其
地
も
己
汲
帯
沙
を
距
る

の
故
を
以
て
参
列
せ
ざ
り
し
は
、
怪
む
に
足
ら
ざ
れ
ご
も

此
事
件
に
利
害
關
係
の
最
も
多
か
る
べ
き
高
霊
加
耶
の
見

え
ざ
る
は
何
ぞ
や
。
繊
膿
紀
入
年
九
年
十
年
の
紀
事
を
見



る
に
、
俘
蹟
は
朝
廷
の
華
分
に
憤
善
し
て
叛
飢
を
起
せ
し

に
、
百
濟
使
臣
を
逡
b
て
使
臣
ご
共
に
出
爽
せ
し
物
部
連

着
雪
編
は
、
沙
都
島
に
至
り
て
此
様
を
得
、
此
島
に
百

濟
使
臣
ミ
刷
れ
、
百
濟
使
臣
は
當
時
本
國
S
同
盟
國
た
り
し

新
羅
を
経
由
し
て
露
國
し
、
物
部
連
は
舟
師
を
率
ひ
て
直
ち

に
離
断
江
即
嵯
津
江
ロ
に
到
り
し
に
、
俘
践
兵
に
襲
撃
さ

れ
大
敗
し
て
思
慕
羅
に
遁
醒
せ
る
を
、
百
婚
人
の
救
護
に

依
り
質
置
帥
ち
今
の
南
原
に
迎
へ
ら
る
、
を
得
た
り
。
件

骸
は
加
羅
諸
國
の
主
長
ご
し
て
、
其
勢
力
を
以
て
、
物
部
連

が
蜷
津
江
ロ
に
停
住
せ
る
間
に
師
を
興
し
、
河
東
方
面
に

出
で
之
を
撃
破
せ
る
も
の
に
し
て
、
一
時
の
勝
利
を
獲
得

せ
る
も
、
其
上
流
の
己
汲
を
占
得
せ
る
倉
岳
に
拮
抗
し
て

江
ロ
の
占
領
を
維
持
す
る
事
能
は
す
、
蜷
津
江
通
路
は
百

濟
の
爲
に
開
か
れ
、
．
頂
濟
は
此
の
交
通
路
に
よ
う
て
、
物

部
連
を
上
流
に
あ
る
己
汝
師
ち
南
原
に
迎
へ
入
れ
た
る
也

然
る
に
縫
膿
紀
二
十
三
年
の
紀
事
に
は
、

　
　
二
十
三
年
春
三
月
。
百
濟
王
賃
下
移
捌
守
穗
積
押
山

　
　
　
第
七
谷
　
　
研
　
究
　
　
磁
波
俘
破
考

　
　
臣
日
。
夫
朝
貢
使
者
恒
避
島
曲
。
毎
苦
風
波
。
思
叢

　
　
灘
所
賓
Q
全
壊
無
色
0
請
以
加
羅
多
沙
津
。
爲
臣
朝

　
　
貢
津
路
。
言
霊
押
山
臣
爲
請
謹
奏
。
是
月
華
物
部
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
勢
連
盟
根
吉
士
老
等
。
以
津
賜
百
濟
王
。
於
是
加
羅

　
　
　

　
　
王
謂
勅
使
云
。
此
企
画
置
官
家
母
來
。
爲
覆
朝
貢
津

　
　
渉
Q
安
得
転
望
蜀
隣
國
。
違
元
所
封
限
地
。
勅
使
父

　
　
根
因
斯
薄
身
面
賜
。
却
還
大
島
。
別
遣
録
事
。
果
賜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
扶
余
。
由
是
加
羅
結
償
新
羅
Q
生
怨
鐵
本
。
加
羅
王

　
　
婆
新
羅
王
女
途
有
兇
息
。
下
略

ご
あ
り
。
入
年
九
年
十
年
の
紀
事
ご
此
紀
事
の
間
に
は
峻

激
な
る
ご
李
稔
な
る
と
の
別
は
あ
れ
こ
も
、
垂
れ
史
料
を

異
に
せ
し
結
果
に
す
ぎ
す
し
て
同
一
の
事
件
を
記
し
た
る

も
の
な
る
こ
ご
は
、
何
人
ご
錐
異
議
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
な

り
。
醐
羅
聡
綴
翼
（
蕊
泌
謄
m
前
記
事
に
件
嬰
あ

る
も
の
は
、
實
に
後
記
事
の
加
羅
王
な
り
。
俘
蹟
は
加
羅

な
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
。
加
羅
覇
域
考
に
説
き
し
如
く
此
の

加
羅
は
高
盛
に
あ
り
し
所
謂
「
富
加
耶
」
な
b
o
吾
人
は
件

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
一
五
　
（
垂
三
）



　
　
　
第
七
巻
　
研
究
　
己
波
俘
殿
考

鞍
を
以
て
大
欝
欝
の
藩
論
ご
認
め
ざ
る
べ
か
ら
す
Q
然
ら

ば
高
騰
の
地
ご
総
州
の
地
ご
は
如
何
な
る
關
係
に
あ
り
し

か
Q
高
璽
及
び
伊
州
の
地
は
一
國
郎
ち
俘
蹴
の
領
土
に
し

て
、
之
を
別
の
加
耶
國
ε
見
る
べ
か
ら
ざ
る
也
。
思
ふ
に

高
露
の
地
は
、
俘
肢
の
第
一
中
心
地
に
し
て
、
寄
州
は
落

第
こ
中
心
地
な
り
し
な
る
出
し
。
俘
鞍
は
大
忍
野
載
踵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
燕
刀
耳

の
繕
を
以
て
傳
は
わ
し
を
以
て
、
高
霊
は
大
鷺
耶
國
の
嘘

こ
な
り
、
其
國
名
は
却
て
星
州
の
地
に
淺
b
し
も
の
な
る

べ
し
。
古
く
よ
り
軍
に
加
羅
の
名
を
以
て
知
ら
れ
た
る
俘

殿
は
南
加
羅
ご
講
せ
ら
れ
し
任
那
ご
醤
捜
し
た
る
加
羅
諸

野
中
の
大
國
た
り
し
也
∪
國
吏
が
之
を
任
那
こ
せ
し
は
、

地
理
的
繕
呼
な
る
こ
ご
、
加
羅
彊
域
考
に
説
け
る
が
如
し
。

高
露
大
加
耶
印
ち
鍍
は
星
州
、
欝
欝
混
晶
威
鳥
総

威
陰
欝
漁
昭
の
方
面
を
領
有
し
、
北
及
西
部
諸
加
羅
國
の
丈

長
こ
な
り
し
も
の
な
る
べ
く
、
而
し
て
日
本
ご
の
交
蓮
は

雲
峰
に
出
で
、
南
原
灘
に
出
で
、
蠕
津
江
礁
波
を
下
り
て
帯

出
津
罐
に
出
つ
る
も
の
を
以
て
、
昏
睡
な
せ
る
な
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
一
山
ハ
　
（
垂
茜
）

し
。
武
烈
綴
禮
の
當
時
は
、
前
時
代
に
於
て
加
羅
諸
國
の

福
長
た
り
し
器
官
世
論
師
任
那
糠
は
、
新
羅
百
濟
の
蓮
和

ご
日
本
勢
力
の
衰
退
ご
の
故
を
以
て
、
新
羅
の
侵
伐
を
蒙

り
て
嚢
善
し
、
大
黒
耶
た
る
位
置
奮
失
墜
せ
る
に
、
口
本

こ
の
雲
海
に
於
て
此
裏
路
を
有
し
、
且
つ
形
勝
の
地
に
叢

れ
る
俘
蹟
は
、
諸
國
中
の
強
國
こ
な
り
、
大
男
耶
の
位
萱
を

占
め
居
り
し
も
の
、
如
し
。
若
鷺
に
次
ぐ
は
安
里
に
し
て

巴
山
嶺
を
越
ゆ
れ
、
ば
直
ち
に
海
津
に
忠
づ
べ
く
、
日
本
交

響
に
便
利
な
る
今
の
威
安
に
あ
り
し
な
り
Q
而
し
て
之
に

次
ぐ
は
俘
鞍
安
羅
の
問
に
あ
り
し
多
羅
な
b
し
な
り
。
多

羅
の
中
．
心
地
は
ム
・
の
陳
川
な
り
ビ
な
せ
り
○
其
中
心
地
が

黄
画
聖
邊
に
あ
る
は
論
な
き
も
、
之
を
陳
川
邑
な
り
ご
す

る
は
多
少
の
疑
あ
り
。

．
大
嶺
耶
芝
露
鞍
は
日
本
に
離
反
し
て
新
羅
に
黙
し
淀
れ

ざ
も
、
羊
の
狼
に
投
じ
た
る
が
如
か
り
し
を
以
て
、
間
も

な
く
新
羅
よ
り
逃
れ
て
日
本
に
附
し
、
日
本
ご
百
濟
こ
の

勢
力
に
依
り
て
、
其
國
を
維
持
す
る
こ
ご
を
得
た
り
コ
是



れ
實
に
雲
峰
に
出
で
＼
百
濟
に
交
池
の
便
あ
り
、
此
方
面

よ
り
日
本
に
交
通
の
途
あ
り
し
を
以
て
な
り
。
尤
も
百
濟

が
己
汝
方
面
を
領
有
せ
る
後
は
、
日
本
こ
の
交
通
は
百
濟

の
認
諾
を
得
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
れ
り
。

　
繊
膿
紀
八
年
九
年
十
年
の
己
汝
關
万
言
事
ご
同
二
十
三

年
の
此
紀
事
ご
は
、
既
説
の
如
く
兜
料
を
別
に
し
、
前
者

は
百
濟
本
紀
に
出
で
し
に
似
た
り
。
前
に
俘
蹟
ご
せ
る
を

後
に
加
羅
こ
し
ー
ー
前
に
言
忌
こ
せ
る
を
後
に
多
野
ご
な

せ
る
は
、
原
史
料
の
論
者
の
便
に
よ
る
な
り
。
唯
解
群
に

困
難
な
る
は
其
八
年
三
月
の
條
に
、

　
　
俘
肢
築
城
芥
子
春
帯
沙
。
磁
器
満
奨
Q
置
講
習
邸
閣

　
　
以
備
日
本
。
し
復
築
城
於
隠
語
比
、
麻
須
比
。
而
組
麻
・

　
　
豊
門
、
推
封
。
楽
士
卒
兵
器
以
逼
新
羅
。
」
駈
略
子
女

　
　
㎞
剥
掠
村
口
巴
。
　
凶
萌
旗
下
加
四
干
有
噛
逗
類
牟
ハ
。
　
暴
虐
姦
一
移
。

　
　
嫡
害
侵
陵
Q
謙
殺
尤
物
O
不
可
詳
載
Q
し

ご
あ
る
も
の
な
り
。
経
紀
事
は
文
学
に
虚
飾
誇
張
あ
り
て

酷
吏
の
舞
文
に
似
だ
り
。
百
濟
本
紀
の
原
蚕
か
、
書
紀
撰

　
　
　
策
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
己
波
俘
鍍
考

者
の
作
文
か
判
定
し
難
し
。
而
し
て
最
も
解
し
難
き
は
「
新

羅
に
逼
る
」
の
語
な
り
。
當
時
百
濟
新
羅
間
の
歌
態
は
翫

述
の
如
し
ビ
錐
、
伜
践
は
當
の
怨
敵
た
る
百
濟
に
封
し
て

何
等
其
の
憤
懲
を
漏
す
こ
ご
無
く
し
て
、
第
三
者
た
る
新

羅
に
暴
行
す
べ
く
も
あ
ら
ざ
る
也
。
駈
詰
子
女
以
下
は
新

羅
に
野
し
て
行
ひ
だ
る
も
の
ε
解
す
る
時
は
凶
茶
所
加
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
む

有
爵
類
ム
矢
の
暴
行
を
逼
の
一
字
を
以
て
記
せ
る
事
實
の
説

明
ε
認
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
或
は
凶
勢
所
加
以
下

は
、
百
濟
に
棄
し
て
行
は
れ
た
る
も
の
な
る
も
、
百
濟
人

の
筆
に
成
り
し
文
な
る
を
以
て
、
一
人
言
を
略
せ
し
か
、

或
は
紀
修
撰
の
際
に
文
字
脱
せ
し
か
ゆ
此
の
紀
事
ε
は
反

墾
に
二
十
三
年
の
條
に
は
、
結
滞
新
羅
、
生
母
於
日
本
、
加

羅
王
要
新
羅
王
女
業
苦
児
息
ご
記
せ
り
。
吾
人
は
二
十
三

年
紀
事
が
前
後
を
通
じ
て
正
實
な
る
連
絡
を
肥
せ
る
に
信

鰻
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
故
に
余
は
新
羅
ご
あ
る
は
百
濟
の

露
な
ら
ん
か
ε
の
疑
を
一
時
抱
き
、
此
疑
に
從
て
俘
鞍
は

武
力
を
以
て
己
馬
偏
沙
を
占
癒
せ
る
事
あ
り
し
か
ご
考
へ

　
　
　
　
　
　
　
第
賜
號
　
　
　
・
一
七
　
（
五
二
五
）



　
　
　
第
七
谷
　
　
研
　
究
　
　
己
波
俸
蹟
考

斯
く
あ
ら
ん
に
は
物
部
連
が
精
野
江
に
停
泊
中
俘
鞍
に
劫

掠
さ
れ
た
り
ビ
あ
る
九
年
紀
事
に
も
協
ふ
も
の
な
り
ご
し

爾
列
比
を
百
濟
の
爾
陵
夫
雪
駄
に
擬
す
る
に
至
り
し
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
姪
，
少

問
も
な
く
、
此
考
の
誤
れ
る
を
知
れ
り
Q
思
う
に
駈
賂
子

女
以
下
は
舞
文
に
す
ぎ
す
Q
俘
鞍
が
日
本
百
濟
に
反
抗
の

兵
を
修
せ
し
結
果
は
、
百
濟
ご
和
親
の
歌
態
に
あ
り
し
新
．

羅
に
封
し
て
…
時
は
逼
る
の
有
襟
を
生
せ
し
も
の
に
し
て

欝
比
、
麻
須
比
に
築
城
し
、
麻
量
、
推
封
に
纏
．
蜷

鯉
涛
せ
し
事
が
麹
か
ら
逼
る
の
形
こ
な
わ
し
も
の
に
し

て
、
其
事
實
に
曾
て
は
、
新
羅
に
醤
し
て
積
極
的
行
動
を

ご
り
し
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
Q
而
し
て
此
の
新
羅
に
逼
る
の

歌
も
一
時
に
止
ま
り
、
間
も
な
く
新
羅
に
碕
遣
す
る
に
至

b
し
な
ら
む
。
列
湿
せ
し
地
名
は
B
本
に
備
へ
新
羅
に
逼

る
に
相
當
の
も
の
な
る
ぺ
け
れ
ば
、
子
呑
、
蒲
璽
は
帯
沙

ご
五
二
に
臼
本
こ
の
豊
年
に
當
る
べ
く
、
空
列
比
、
厩
　
須
比
、

耳
管
蘂
、
推
封
は
乱
坐
新
羅
の
境
上
に
果
る
べ
し
Q
帯
沙

が
盤
硝
煙
江
口
な
る
は
」
既
に
㎜
明
な
り
、
子
呑
（
シ
ト
ン
）
は
或

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
八
（
五
二
六
）

は
子
多
國
か
。
艘
提
議
態
騰
甥
継
雛
籍
構
齢

翻窺

ｧ
雄
ザ
孫
雛
蔚
喚
得
顛
肝
鍵
諮
輝
％
美
食
が
物
部
連
を
帯
沙
に

撃
破
せ
し
こ
ご
併
せ
考
ふ
べ
し
Q
物
部
連
が
撚
れ
た
り
し

ご
い
ふ
汝
慕
羅
（
ヨ
。
（
こ
ー
ヨ
。
よ
2
ヨ
○
ε
一
σ
o
よ
p
）
は
三

國
史
記
に
蚊
火
良
（
筥
。
（
ε
i
ざ
（
ρ
了
ε
な
ら
ん
か
Q
果

し
て
然
ら
ば
、
其
丈
は
掴
川
昆
陽
方
面
の
海
島
な
る
べ
し
。

田
図
錨
繁
藤
階
に
推
火
は
加
羅
領
域
考
に
説
き
し
如

く
今
の
玄
風
な
ら
ん
か
Q
子
呑
以
下
爾
ほ
研
究
を
要
す
。

　
以
上
書
紀
の
己
汝
が
蝶
津
江
流
域
に
め
り
て
南
原
を
以

て
之
に
當
つ
べ
き
事
、
俘
鞍
は
本
意
に
し
て
碧
珍
、
星

（
州
）
の
語
は
俘
鞍
の
語
よ
り
出
．
で
た
る
こ
ご
、
俘
鞍
は
高

慢
星
州
に
あ
り
し
大
業
耶
に
し
て
任
那
の
南
加
羅
に
醤
し

て
軍
に
加
羅
國
ご
辮
せ
ら
れ
し
國
な
る
こ
ご
を
論
謹
し
、

「
加
羅
姦
謀
考
」
の
一
部
に
訂
正
を
加
ふ
る
ご
同
時
に
、
其

の
根
本
を
な
せ
る
所
説
の
正
確
な
る
を
更
に
讃
明
せ
り
Q

更
に
最
近
に
於
て
世
に
毘
で
し
翰
苑
の
記
事
に
は
之
を
謹

す
る
も
の
あ
り
。
此
書
の
新
羅
の
條
に
地
惣
任
那
ざ
あ
る



を
雍
氏
の
注
に
、

　
　
齊
書
留
。
加
羅
國
三
韓
窯
場
。
L
二
業
新
羅
誉
老
云
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
加
羅
任
那
昔
爲
新
羅
所
滅
Q
其
故
今
並
在
野
南
七
八

　
　
百
里
。
L
此
新
羅
有
辰
韓
掌
韓
廿
四
國
及
任
那
加
羅
慕

　
　
韓
糊
地
也
。
」

ご
あ
る
是
な
り
。
内
藤
先
生
は
雍
氏
を
唐
大
和
以
前
の
入

選
定
せ
ら
れ
た
り
。
懸
雛
疑
教
灘
其
の
新
羅
書

芸
に
臨
く
と
は
、
雍
氏
親
し
く
新
羅
の
急
撃
に
訊
ひ
し
な

り
Q
在
國
南
七
四
百
里
に
ま
で
は
、
雍
氏
の
問
に
野
す
る

新
羅
誉
老
の
答
な
り
。
新
羅
有
辰
韓
掌
韓
以
下
は
、
雍
氏

の
語
に
し
て
、
書
志
後
漢
書
宋
書
倭
人
傳
に
よ
り
て
記
せ

し
も
の
な
り
。
新
羅
人
の
答
中
書
入
百
里
こ
い
ふ
は
誇
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
れ
ざ
も
、
加
羅
任
那
ご
い
ひ
並
に
と
云
へ
る
は
、
撫
斬

ご
任
那
と
を
別
に
せ
る
こ
と
明
白
也
。
加
羅
は
高
霊
油
滴

な
り
。
任
那
は
金
器
加
羅
の
國
名
な
る
が
、
臼
本
入
は
、

之
を
加
羅
諸
國
全
容
の
地
理
曲
言
呼
ざ
も
な
せ
り
。
伸
蹟

は
真
旦
魏
幽
静
の
名
な
り
。
而
し
て
任
那
も
俘
鮫
も
加
羅

　
　
　
策
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
己
波
俘
腰
考

諸
國
の
主
長
を
以
て
自
任
し
、
並
に
大
里
耶
或
は
輩
に
加

澤
ご
講
せ
　
を
以
て
、
或
は
之
を
分
つ
に
南
加
羅
、
加
羅

を
以
て
せ
り
Q
南
加
羅
早
く
衰
へ
、
大
磯
耶
或
は
加
耶
の

名
は
件
鞍
に
残
り
た
）
Q
臼
本
人
は
其
地
理
的
総
呼
よ
り
、

し
て
此
の
伸
鞍
を
も
任
那
ご
欝
せ
り
。
魚
群
は
「
國
の
國
」

の
義
な
る
可
く
、
任
那
は
「
最
勝
國
」
の
義
な
る
が
如
し
。

〔
註
笙
〕
　
慧
葎
（
軽
蚕
同
）
離
麟
嚢
馨

を
冠
最
め
し
は
、
冠
は
、
冤
辮
の
総
名
ご
し
て
襲

ま
た
は
臥
ド
亙
な
れ
ば
・
砦
籔
鴨
蚕
の
訓
を
採

と
な
り
。
之
を
冠
雪
せ
し
は
、
島
の
訓
を
探
り

蕎
ち
製
三
を
附
し
、
臥
ド
互
護
ま
せ
し
誉
・

　
〔
註
第
ご
〕
任
存
城
。
磁
器
城
は
日
本
書
紀
に
任
射
岐
山

　
に
作
う
倉
本
湖
北
任
剣
利
山
ご
あ
る
も
の
な
り
。
創
は

　
朝
鮮
現
代
普
囚
α
ヨ
に
し
て
、
金
の
古
昔
丙
α
ご
ご
同

　
語
に
出
つ
る
も
の
、
如
し
。
創
利
は
捌
α
二
野
に
し
て

　
奇
々
囚
？
ヨ
〇
二
δ
ム
6
蕊
囲
ε
i
ヨ
2
ざ
同
語
に
出
づ
ご

　
見
ら
れ
ざ
る
に
あ
ら
す
。
任
は
朝
鮮
古
昔
其
ε
㎞
忌

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
九
（
玉
二
七
）



　
　
第
七
誉
　
研
究
　
己
波
津
鼓
考

（
ε
に
し
て
、
轄
じ
て
ヨ
鐸
こ
も
な
る
べ
く
、
國
語
に

彌
潔
鍛
葛
聾
滋
養
養
畜
に
し
て
、
漢
字
の

御
に
當
る
敬
語
な
る
が
如
し
。
　
巳
（
已
の
語
は
尼
師
ご

な
う
、
現
代
語
の
墨
5
（
主
人
）
こ
な
る
が
如
し
。
但
し

尼
師
の
師
は
言
語
ウ
シ
（
大
人
）
ヌ
シ
、
ニ
シ
（
主
入
）
の

シ
に
同
じ
き
か
。
慧
（
菖
は
課
錦
の
罧
に
し
て
。
國
語

に
て
は
、
紳
人
貴
人
名
に
「
耳
」
の
字
を
罵
り
て
表
示
す

る
・
・
、
、
、
・
、
ミ
、
ミ
、
と
な
り
、
珍
（
ミ
ヅ
）
ε
な
り
、
年

島
王
名
こ
し
て
加
禄
國
王
居
叱
彌
の
彌
、
新
羅
王
奈
密

瞭
鯉
の
密
、
ま
だ
味
郷
の
語
み
な
同
義
に
し
じ
、
現

　
　
　
　
　
け

代
語
の
　
宕
父
ω
）
郎
ち
数
多
同
類
中
の
最
大
最
勝
の
義

に
縁
あ
る
も
の
、
如
し
Q
但
し
ヨ
ρ
ご
慧
ご
の
同
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
移
れ
る
も
の
に
し
て
、
B
ρ
は
山
里
に
眞
の
義
に
し

て
、
新
羅
に
て
も
眞
骨
の
眞
は
夫
れ
或
は
ヨ
9
或
は
葦
葺

ご
訓
み
し
な
ら
ん
か
。
高
句
麗
の
莫
離
職
の
莫
離
新
羅

の
麻
立
干
の
膳
立
は
、
此
の
ヨ
巴
に
し
て
、
此
語
は
首

長
、
頭
の
義
を
有
せ
し
が
如
し
Q
任
那
の
任
も
征
存
の

　
　
　
　
　
　
第
照
漉
　
　
　
二
〇
　
（
王
二
入
）

任
も
B
一
こ
い
ふ
御
回
の
假
字
な
る
べ
し
◎
任
創
利
は
、

創
利
の
語
に
任
の
美
辮
を
冠
せ
し
も
の
な
ら
ん
か
。
北

任
剣
利
は
北
の
下
に
部
の
一
宇
を
脱
漏
せ
し
な
り
。
然

る
に
騨
日
本
紀
に
は
創
郎
ち
劒
を
叙
に
作
り
任
叙
利
山

ε
な
せ
り
。
叙
（
Q
Q
図
。
）
存
（
。
H
6
ε
音
近
け
れ
ば
、
任
存

を
任
叙
ご
書
き
し
が
如
く
思
は
る
、
も
、
更
に
考
ふ
れ

ば
叙
は
劒
の
誰
な
る
べ
し
。
任
存
を
任
射
に
作
れ
る
は

存
、
射
字
書
近
き
を
以
て
書
者
の
便
に
從
へ
る
の
み
Q

通
行
本
日
本
書
紀
に
任
に
ホ
の
宇
暑
を
附
せ
し
は
「
爾
」

の
春
望
に
出
つ
る
な
る
べ
し
。

〔
註
第
三
〕
朝
鮮
語
の
龍
に
二
語
あ
り
Q
の
包
憲
に
し

て
彌
里
ま
た
は
導
線
と
い
ふ
。
水
ビ
い
ふ
語
ビ
同
じ
く

韓
語
の
「
ミ
ッ
チ
」
に
當
る
◎
②
辰
（
・
。
貯
σ
q
）
の
宇
書
よ
り

歯
來
す
る
語
に
し
て
、
第
十
一
世
紀
第
十
二
世
紀
の
焚

世
羅
補
の
高
麗
の
方
言
を
牧
課
せ
る
宋
の
孫
穆
の
難

字
類
事
に
龍
二
黒
ご
あ
り
。
欝
は
唐
橘
に
虎
陵
切
又
昌

諜
切
ご
あ
り
、
朝
鮮
現
代
字
昔
は
。
ゲ
、
貯
の
な
b
・
。
全
羅



蓮
の
清
渠
を
高
麗
末
に
龍
潭
に
改
め
し
は
、
清
9
ぜ
Ψ

b
の
が
龍
の
語
に
近
か
り
し
に
よ
る
べ
し
。
百
濟
の
故
地

　
ビ
傳
へ
ら
る
、
蛇
・
山
を
、
王
民
高
嗣
鹿
時
代
に
、
稜
山
に

改
め
し
は
、
穆
字
督
。
ぎ
蹟
に
し
て
、
龍
蛇
の
語
に
近
か

5
し
に
よ
る
べ
き
か
。
樹
ほ
朝
鮮
古
語
に
龍
を
O
餐
ρ
定

　
も
い
へ
る
が
如
し
。
高
麗
末
に
車
城
を
龍
城
に
改
め
し

は
、
車
。
冨
が
蛇
ω
巻
に
昔
近
似
せ
し
に
よ
る
べ
し
Q

龍
を
畠
、
p
こ
い
ふ
は
蛇
の
字
音
よ
り
出
で
し
な
る
べ

く
、
難
語
の
「
ジ
ァ
」
こ
れ
に
護
る
○
蛇
を
國
語
に
「
ミ
」

　
襲
い
ふ
は
朝
鮮
語
の
斜
里
、
彌
漫
に
同
じ
く
水
の
語
に

出
づ
。
新
井
九
日
石
は
、
寅
…
雅
に
「
ミ
ッ
チ
」
を
「
ミ
」
は
水

に
し
て
「
ツ
チ
」
は
軸
な
り
ご
解
せ
る
も
、
「
ミ
ツ
チ
」
に

醤
し
て
山
龍
の
「
鵜
川
チ
」
「
ヤ
マ
カ
ガ
チ
」
あ
る
よ
り
考

　
ふ
れ
ば
、
「
ミ
ツ
」
「
オ
ロ
」
，
カ
が
L
各
一
語
を
な
し
、
「
チ
」

　
一
語
を
成
す
も
の
、
如
し
、
「
カ
ガ
」
は
耀
く
の
義
な
り
。

新
羅
古
代
の
人
は
入
名
の
下
に
智
（
チ
）
の
語
を
附
し
て

　
電
敬
を
表
せ
り
、
「
、
・
、
ツ
チ
」
の
「
チ
」
或
は
こ
れ
に
同
義

鞠
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
己
波
伶
鍍
考

の
語
な
ら
ん
か
、
或
は
旨
み
の
語
に
開
係
あ
る
か
、

伺
ほ
考
ふ
呈
し
Q
爾
ほ
朝
鮮
に
蟻
を
溶
〒
h
9
σ
q
と
い

ふ
。
　
丙
誕
は
大
に
し
て
、
桟
9
σ
q
は
龍
の
字
督
な
り
。

國
語
に
龍
を
「
タ
ッ
」
こ
い
ふ
は
、
威
容
諸
國
を
達
（
壕
）

（
凍
）
の
國
と
い
ひ
し
に
調
髪
あ
る
に
似
た
れ
ご
、
冗
長

を
厭
ひ
て
今
其
説
を
略
す
G

〔
註
第
四
〕
「
俘
」
は
日
本
書
紀
に
「
ハ
」
ご
干
せ
り
。
朝
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
代
墨
壷
は
嵩
p
な
り
〇
三
國
遺
事
に
百
濟
の
沙
伸
王

　
　
り

を
沙
沸
王
に
作
れ
り
Q
，
俘
陽
（
ε
ご
沸
覧
ご
相
逓
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

る
也
。
高
麗
奮
畳
訓
の
海
東
高
僧
傳
に
百
濟
王
沸
流
を

　風
流
に
作
れ
b
Q
避
は
臓
本
書
戴
天
智
紀
元
年
の
條
に

脳遊

驍
�
u
ヘ
サ
’
シ
し
ご
傍
訓
せ
・
り
。
避
…
城
は
臼
本
霊
日
紀
棘

功
門
馬
中
の
「
承
了
灘
急
難
支
奥
ヘ
キ
・
・
レ
）

魏
志
の
辟
卑
離
な
り
。
而
し
て
此
の
避
城
を
三
國
更
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
辟
城
辟
骨
に
作
り
、
又
此
辺
に
よ
れ
ば
百
濟
人
は
碧

骨
ご
書
け
わ
。
辟
、
避
（
共
に
現
代
督
℃
δ
よ
り
碧
（
も
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

α
（
ε
に
移
れ
る
は
、
水
の
語
密
（
8
凶
h
）
が
蔑
（
ヨ
愚
同
）
に

　
　
　
　
　
へ
第
四
號
　
　
　
二
一
　
（
五
二
九
）



　
　
第
七
岱
　
　
研
　
究
　
　
己
泣
俘
殴
考

移
れ
る
に
同
じ
。
俘
、
辟
（
避
）
、
碧
の
移
通
せ
る
こ
ご

以
て
知
る
べ
し
。
件
ご
本
ご
相
通
す
る
こ
ご
は
明
自
な

り
Q「

鞍
」
は
唐
韻
に
彼
義
切
又
波
貸
切
ε
あ
り
、
書
紀
に

「
べ
」
ご
傍
訓
せ
り
、
朝
鮮
現
代
音
℃
、
一
に
し
て
、
彼
糖

鋪委

i
ｹ
な
り
。
「
珍
」
は
唐
橘
に
豊
郷
誓
あ
・
、
朝

鮮
現
代
昔
は
。
欝
H
な
れ
ご
、
崔
世
珍
の
訓
蒙
字
會
に

は
叶
ぎ
ご
あ
う
。
三
國
声
量
に
珍
支
一
作
叢
竹
又
氷
之

ご
あ
り
。
賓
は
暑
嘗
ρ
に
し
て
氷
は
吾
℃
貯
σ
q
な
り
。

三
國
史
記
に
よ
れ
ば
、
百
濟
の
道
議
縣
は
唐
人
の
爲
め

に
賓
汝
縣
に
改
め
ら
れ
た
り
。
文
字
を
改
め
し
に
す
ぎ

す
。
比
は
昔
℃
h
な
り
Q
珍
の
賓
と
な
り
、
比
に
移
る

こ
ご
以
て
知
る
べ
し
。
比
ご
鞍
彼
ご
は
書
に
強
弓
あ
る

に
す
ぎ
キ
。
殿
の
珍
に
移
る
こ
と
知
る
べ
し
。

〔
附
記
〕
「
珍
し
は
又
8
等
・
ご
陣
磐
等
の
語
の
假
字
た
り

し
も
の
～
如
し
。
百
濟
の
馬
突
縣
は
馬
等
良
縣
ご
も
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

き
、
馬
珍
縣
こ
も
書
き
㍉
加
耶
の
内
珍
朱
智
王
は
櫛
窒
素

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
二
二
　
（
五
三
〇
）

　
　
　
　
む

呈
ご
も
萢
設
智
王
ご
も
書
け
り
。
百
濟
の
難
珍
阿
鋳

獅
は
喜
劇
こ
も
書
け
り
、
儲
れ
珍
阿
を
道
連
ε
ご
9
ε
書

き
し
も
の
な
り
。
百
濟
の
仇
斯
珍
分
を
唐
人
が
貴
旦
に

改
め
し
は
、
仇
珍
の
語
を
貴
旦
ご
改
め
し
も
の
な
り
。

珍
が
等
身
、
突
、
窒
、
滋
、
旦
、
月
（
訓
）
良
な
ご
、
同

憂
の
韻
字
に
用
ひ
ら
れ
し
こ
ざ
知
る
べ
し
。
新
羅
に
海

干
を
破
珍
干
と
も
書
き
、
日
本
書
紀
が
珍
を
「
ト
リ
」
ご

傍
訓
せ
る
は
、
實
に
正
し
き
古
語
を
傳
へ
た
る
も
の
ビ

し
て
、
襟
を
正
し
て
敬
す
べ
し
。
支
那
史
籍
が
或
は
破

彌
干
に
作
る
は
、
珍
の
睡
郷
称
が
彌
…
の
略
宇
弥
に
字
形

近
き
よ
り
薫
り
し
も
の
、
如
し
Q
三
國
史
記
は
支
那
史

籍
の
説
を
襲
ひ
て
、
波
枕
油
耳
底
海
干
或
云
破
彌
干
ご

記
せ
り
。

　
　
大
正
十
…
年
七
月


